
 

 
 
 

リノベーション 耐震診断編 

現況建物の現況図物件データで耐震診断を行い、耐震補強
計画を行うために計画図物件データで耐震診断を行います。 
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本書では、サンプルデータを取り込んで現況図の耐震診断を行う流れと、間取りを変更してこの改築部分の耐震補強を行う
流れを解説します。耐震補強計画のプランは「計画図」にして進めます。 
なお、本書における現況図と計画図は、以下のものとして解説しています。 

1 現況図と耐震補強プラン 

【1階】 【2階】 

現況図を確認する 
■現況建物の構造や柱・耐力壁の位置 
・ 建物の所在地は、福井県とする。 
・ 現況図があり、概ね柱、耐力壁の位置を把握して
いるが、2階に耐力壁の不明個所ありとする。 

・ 耐力壁の仕様は以下とする。 
筋かい：45×90（金物なし） 
外側の面材：木ずり 
内側の面材：なし 

・ 柱接合部仕様は「Ⅲ/Ⅳ：ほぞ差し等」、基礎形
式は「Ⅱ：無筋コンクリート基礎等（軽微なひび
割れが生じている）」とする。 

・ 劣化事象ありとする（ただし、補強時に補修工事
は行わない）。 

計画図を確認する 
■ 改築内容と補強計画プラン 
・ 1階DK と和室を 1つの部屋に改築する。2階は
変更なし。 
なお、建具開口の位置は変更せず、外壁の補修
は行わないものとする。 

・ 改築した部分で、耐震補強を行う。 

改築した部分は内側の壁を壊し、この部分を筋か
い、面材で補強する。 

・ 改築した部分の耐震補強だけで上部構造評点
を 1.0点以上にできない場合は、他の箇所で耐
震補強を行う。 

【1階】 【2階】 

1-1 現況図と計画図のプラン確認 
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1-2 現況図に登録 

耐震補強をして耐震診断を行うには、「現況図」に登録した物件データを使用して補強計画を行うことをお勧めします。ここで
は、サンプルデータをARCHITREND Manager（以降、Manager）に取り込み「現況図」に登録する方法を解説します。 
※ サンプルデータ「耐震診断（開始）.mgdz」を使用します。 

現況図に登録する 
サンプルデータを取り込んで、現況図に登録しま
す。 

 Manager を起動します。 

 お客様・工事一覧で右クリックして、「お客様デ
ータの取り込み・書き出し」から「取り込み」を選
びます。 

 ここでは、デスクトップに保存した「耐震診断
（開始）.mgdz」を選んで「開く」をクリックしま
す。 

 

1 

2 

取り込まれた
お客様データ 

5 

右クリック 

※ Archi Master一括インポート画面や、3Dカタログマスタ（素材、部品、建具）
の取り込み画面が表示されます。表示内容を確認して進めてください。 

 確認画面の「OK」をクリックします。 

 取り込まれたお客様データの工事フォルダをクリ
ックします。 

 02 の物件を現況図にします。 
選択して右クリックで「[確定プラン][現況
図][計画図]登録・解除」から「現況図」を選び
ます。 
 「OK」をクリックします。 
 

4 

3 
 

右クリック 6 

7 
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【ATDrive 物件選択】 

耐震診断、補強計画の物件データによる専用ツールバーの表示について 
耐震診断は、通常物件データ、現況図物件データ、計画図物件データで診断が可能です。補強計画は、計画図物件データで可能です。 
これらのデータは「物件選択」の「物件No」欄で確認できます。また、それぞれの物件データを開いたときの専用ツールバーの表示は下図のように
表示されます。 

物件データの管理について（ZERO と ARCHITREND Drive） 
本書では、Managerにサンプルデータを取り込んで操作を解説しています。これにより物件データはManager管理となります。 
この他に、物件データの管理についてはZERO管理、ARCHITREND Drive（ATDrive）管理があります。 
■ ZEROの場合 
物件データの管理をZEROで行っている（Managerを使用してない）場合の現況図、計画図の登録と解除方法は、「物件選
択」画面の物件名で右クリックして、ポップアップメニューから「現況図へ登録/解除」「計画図へ登録/解除」をクリックします。 
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 物件データ 02 に「現況」と表示されたことを確認します。 

■ ARCHITREND Drive（ATDrive）の場合 
まず、ARCHITREND Drive（以降 ATDrive）とは、弊社製のクラウドストレージです。物件データや各ファイルをクラウド上で保
管や管理、各CADから閲覧や編集をおこなうことができます。※ ご利用になるには、「3Dカタログ.com(Bプラン)」の契約が必要です。 

物件名を選択して、「リノベーション」メニューから「現況図へ登録・解除」「計画図へ登録・解除」ができます。詳しい解説について
は、ZEROヘルプの「目次：物件選択」の「ATDriveで物件管理している場合」を参照してください。 

【ZERO 物件選択】 

ZERO管理の場合は、
ZEROのアイコン ON 

右クリック 

【耐震診断】 

通常物件データ 

現況図物件データ 

計画図物件データ 

AT Drive管理の場合は、
こちらのアイコン ON 

https://www.3cata.com/about/service/paid
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「耐震診断」とは、建物が地震に対して安全かどうかを調べることです。 
「耐震診断」で異常があれば、「耐震補強設計」にて建物の悪い部分の補強方法を検討し、「耐震補強」にて建物を強化し
ます。ここでは、耐震診断が必要な建物にはどのようなものがあるのか、また補強にはどういった方法があるのかを確認します。 

2 耐震診断とは 

2-1 耐震診断が必要な建物と補強方法 

耐震診断が必要な建物を確認する 
次のような建物の場合、耐震診断をお勧めします。 

■ 比較的古い建物 
・ 昭和 56年（1981年）5月以前に建てられた
建物 

・ コンクリートのひび割れなど老朽化が著しい建物 

■ バランスが悪い建物 
・ 壁量が少ない建物 
・ 壁・窓の配置が偏っている建物 
・ 大きな吹き抜けがある建物 
・ 1階にピロティ（駐車場等）がある建物 

補強方法を確認する 
次のような一般的な補強方法があります。 

屋根 

基礎 

壁の補強／壁の配置 

接合部の補強 

屋根が重いと不安定であるため、 
屋根を軽量化します。 
屋根が重いと、それだけ建物に必
要とされる耐力が大きくなります。 

開口部が多く、耐力壁が少ない場
合、地震による被害も大きくなるた
め、耐力壁を多くして補強し、壁の
配置をバランス良くします。 

鉄筋がない場合や、ひび割れが生
じている場合、地震による被害も
大きくなるため、基礎の補強を行い
ます。 
基礎がしっかりしていないと、柱接
合部の低減係数も大きくなり、保
有する耐力が小さくなります。 

柱と梁、筋かいだけではなく、接合
部を金物で固定していないと、地震
の揺れに耐えることができず、被害が
大きくなります。 
接合部がしっかり固定されていない
と、柱接合部の低減係数も大きくな
り、保有する耐力が小さくなります。 
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2-2 耐震診断でできること 

適用範囲を確認する 
ZERO耐震診断の適用範囲は、次の通りです。 

項目 内容 備考 
構造 木造、2×4、混構造 

（3階まで） 
混構造については、1階が非木、2階以上が木造、
2×4の場合に、木造、2×4部分のみが対象 

診断法 一般診断法（方法1） 
（精密診断法は適用外） 

・「方法1（壁を主な耐震要素とした住宅）」のみ計算
可能 
・「方法2（太い柱やたれ壁を主な耐震要素とする伝統
的構法で建てられた住宅）」は計算不可 

必要耐力の算出法 略算法と精算法 略算法：表3.1を用いた計算方法 
総2階を想定した方法 

精算法：各階の床面積比を考慮した方法 
配置低減計算方法 耐力要素の配置等の低減係数算出は4分割法

と偏心率法 
 

その他の耐震要素の
耐力 

「有開口壁長による算定」による 
（「無開口壁率による算定」は未対応） 

 

建物の形状 概ね整形とみなせる（主として壁がX軸、Y軸にの
る）平面形状で、床が連続かつ同一階高とみな
せる建物形態を対象とする。階高は3m程度。 

スキップフロア、傾斜敷地は対象外 

※ 参考：一般財団法人 日本建築防災協会「2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」 

 
診断方法を確認する 
ZERO耐震診断では、壁を主な耐震要素とした住宅を対象とする「方法 1」の一般診断を行うことができます。 

対象建物 

地盤・基礎 上部構造の耐力 

立地条件 

基礎 

必要耐力の算定 

保有する耐力の算定 

無開口壁の耐力 

注意事項 上部構造評点 

劣化度による低減係数 

耐力要素の配置等による低減係数 

総合評価 

有開口壁の耐力 
① 有開口壁長による算定 
② 無開口壁率による算定 
 

柱の耐力 
（垂れ壁付き独立柱） 多雪区域の診断について 

無積雪時と積雪時とでそれぞれ
診断を行ってください。低い方の
評点を当該建物の上部構造
評点とします。 

 
ZERO耐震診断で行うことがで
きるフロー・計算を示します。 
 
ZERO耐震診断ではできないフ
ロー・計算を示します。 

 

 

壁・柱の耐力 

その他の耐震要素の耐力 

方法1：◯ 方法2：× 
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 データの流れを確認する 
ZERO耐震診断では、以下の流れで「方法 1」の一般診断を行います。 

現況図 

平面図 
・部屋の入力（間取り） 
・柱、壁の入力 
・建具の入力（開口） 

耐震診断 

「概要設定」 
・耐震診断の条件、劣化度の設定 

「床面積」 
・必要耐力計算用の床面積の設定 

「柱・耐力壁」 
・保有耐力計算用の耐力要素の配置 
（柱の追加、編集が可能） 

「壁番号自動配置」 
・耐力壁の仕様確認または編集 

「診断結果」 
・耐震診断結果表示 
・帳票出力（診断書） 

補強の必要
あり 

計画図 

現況図を複写して計画図を作成 
耐力要素の見直しを行い、再診断を行う 

「平面図読込」 
・ 平面データの読込 

「耐震診断・柱壁読込」 
・ 耐震診断の柱、耐力壁の読込 

YES 

※ 一般診断法による調査結果をもとに、耐震補強を行います。（精密診断は未対応です。） 
※ 計画図では、仕様不明の壁を取り扱うことはできません。 
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3 
 

現況の平面図、屋根伏図など基本図面を入力して、現況建物の耐震診断をおこないます。 
耐震診断の結果は「診断書」を作成して、施主へのご説明書として出力することもできます。 

3-1 現況図の入力 

3 現況建物の耐震診断 

ここでは、現況図の平面図入力、屋根伏図入力など基本図面の入力方法は省略し、1章「1-2 現況図に登録」P.2で「現
況図」に登録した物件データを開いて部屋、柱、建具、そして屋根入力の確認のみとします。 

データを開く 
 物件データをダブルクリックで開きます。 
ここでは、「No.2：福井太郎様邸改修工事 
耐震診断」を開きます。 

 「OK」をクリックします。 
 平面図を開きます。 
1階、2階平面図を開いて部屋、建具などの入
力を確認します。 

 屋根伏図も開いて入力を確認します。 

屋根入力を確認する 
 

部屋、建具入力を確認する 
 

【平面図1階】 【平面図2階】 

【屋根伏図1階】 【屋根伏図2階】 

1 

2 
 

4 
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3-2 現況建物の耐震診断の実行 

耐震診断を開く 
 「他の処理図面を開く」をクリックします。 

 「処理選択」ダイアログの「申請・性能」をクリック
します。 

 「耐震診断」のアイコンをダブルクリックします。  
 「図面選択」ダイアログの「2 階」をダブルクリック
します。 

【耐震診断】 

2 

3 

4 

はじめて耐震診断を開いたときは、「概要設定」
が表示されます。 

1 
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 【係数】の「地域」を設定します。 
ここでは、「福井県」に設定します。 

 「積雪区分」を「多雪区域」、「積雪深さ」が「1.00」である
ことを確認します。 

 【地盤・地形・基礎】で「無筋コンクリート基礎」の「軽微なひ
び割れが生じている」を ON にします。 

 【劣化度】を設定します。 
※ 操作については、次の解説を参照してください。 

耐震診断の条件を設定する 
 

 【物件情報】を確認します。 

 【築年数】を確認します。 
※ 築年数が 10 年以上か 10 年未満かによって劣化度の低

減係数に影響します。老朽度の精査部位が変わります。 

 【構造】の「建物重量」が「重い建物」であることを確認しま
す。 

 ここでは、「柱接合部を「Ⅲ/Ⅳ：ほぞ差し等」であることを
確認します。 

 【計算方法】の「必要耐力計算方法」が「精算法」、「配
置低減計算方法」が「偏心率法」であることを確認しま
す。 

 

1 

2 

※ 設定の詳細は、ヘルプの「概要設定」を参照してください。 

「概要設定」は、専用ツールバーの「設定」
から表示できます。 

「Ⅱ：無筋コンクリート
基礎等」に変更される 

3 

5 

6

 
 7 

 

8 
 

9 
 

4 

耐震診断の条件を設定する：劣化度 
診断書の「劣化度による低減係数 dk」に反映され
ます。 

 「劣化度」をクリックします。 
1 
 

※ P.25、P.27、P.42 を参照
してください。 

※ P.15を参照してください。 
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劣化度の低減係数について 
劣化度の存在点数は、「概要設定」の「築年数」が影響します。 
 

（1－劣化点数/存在点数）の結果が、0.7未満となった場合は、
低減係数を0.7とします。 
 
 
 

現況時、劣化度の上限値を設定することができます。この場合は「上限値を設定する」をONにして、上限値を設定します。  

2 
 

3 
 

 

 「ファイル保存」が ON であることを確認します。 

 「概要設定」の「OK」をクリックします。 

4 
 

 

5 
 

 

6 
 

 

7 
 

 

 調査済み項目を ON にします。 
 調査済みの項目で劣化があった場合は、「劣
化あり」を ON にします。 

 劣化度による低減係数を確認します。 
ここでは、値は「0.86」です。 

 「OK」をクリックします。 
 

0.70 0.68 

【現況図：劣化度設定】 

【現況図で 0.90 を超えている場合の計画図：劣化度設定】 

※ 補強計画時の上限値は 0.90 になります。 
ただし、現況図で低減係数が0.90を超えている場合は、
その値が上限値となります。 
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 【耐震診断2階】 

【耐震診断 床面積設定1階】 

【耐震診断 床面積設定2階】 

建物区画 

重心基準点 

重心 

重心基準点 

重心 

4 
 

 

5 
 
 

 

 耐震診断 床面積設定では、建物区画、床
面積表、そして重心、重心基準点、上階床領
域も作成されていることを確認します。 

平面図を読み込んで床面積を自動作成する 
ここでは、1・2 階平面図を一度に読み込みます。 

 「一括作成」をクリックします。 
 確認画面の「はい」をクリックします。 

 項目を確認して「OK」をクリックします。 
各階の耐震診断、床面積設定が開きます。 

 耐震診断では、部屋・建具・柱などが読み込ま
れていることを確認します。 

 

1 
 

2 
 

3 
 

 
ハッチングは上階床領域です。 
上階がある場合は、上階床エリアを必ず作成してください。上
階の床面積領域をもとに作成します。 
上階床エリアについては、次ページ「補足」の「個別に床面積
を設定するには」を参照してください。 

重心基準点 

重心 

建物区画 

重心 

重心基準点 

建物の距離や丸め、面積の表記法は、耐震診断 床
面積設定の「専用初期設定：小数桁数・丸め」で設
定します。 
また、表の行高さや文字の大きさなどは、「専用初期設
定：表レイアウト」で設定します。 

重心・剛心の配置について 
重心・剛心の配置は「偏心率法」の場合に必要な操作になります。 
4分割法の場合は、重心基準点、重心の配置は不要です。 

補足 

上階床領域 



12 

階ごとに平面図を読み込むには 
「平面図読込」をクリックして階ごとに平面図を読み込むことができます。 

個別に床面積を設定するには 
本編では、「一括作成」を実行することで自動的に建物区画、床面積表、上階床領域、重心、重心基準点が作成されますが、
手動で個別に設定する場合は、「耐震診断 床面積設定」で「建物区画」や「床面積表自動作成」などを使用して入力します。 
また、この場合は、忘れずに重心、重心基準点の入力・再設定をおこなってください。重心は全ての階の床面積を設定した後に配
置します。この他に、上階の床領域を入力する際も「耐震診断 床面積設定」で入力します。 

補足 

補足 

■ 上階床領域（上階床エリア）の用途について 
上階床エリアは、次の3つに使用されます。 

・ 重心算定に使用されます。 
・ 診断書の柱壁配置図に示されます。 
・ 柱接合部による低減係数 Kjを求める際の「2階建ての2階、3階建ての3階」

「2階建ての1階、3階建ての1階及び3階建ての2階」「平屋建て」の判断材料
となります。 

  
適用する柱接合部による耐力低減係数について 

耐力壁と上階領域の関係によって適用する耐力低減係数が異なります。 

●2階建ての場合で、耐力壁の両側の柱に2階領域がある場合 
耐力壁の両側の柱に2階の領域がある場合は、「2階建ての1階」の柱接合部に
よる低減係数を用います。 
 

●2階建ての場合で、耐力壁の両側の柱に2階領域がない場合 
耐力壁の両側または片側の柱に2階領域がない場合は、「平屋建て」の柱接合
部による耐力低減係数を用います。 

耐力壁
 

開いている階の
平面図 

データがある場合は、
ダイアログ表示 

■ 「耐震診断」の上階床領域（上階床エリア）の描画について 
「耐震診断」で上階床領域を描画したい場合は、「耐震診断 床面積」から「耐震診断 床面積設定」を開いて、「4分割」メニュ
ーから「上階床エリア描画」をクリックします。 
「戻る」で「耐震診断」画面に戻り上階床領域が描画されたことを確認します。 

耐力壁
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6 

2階耐力壁を入力する：面材 
ここでは、「耐力壁一括配置」コマンドを使用して、
まず面材から配置します。 

 2 階耐震診断を開いて、「柱壁」メニューから
「耐力壁一括配置」を選びます。 

 「耐力壁一括配置」で「開口のない 60 ㎝以上
の壁に、耐力壁を自動配置します。」を ON に
します。 
 「壁仕様の設定」をクリックして、「壁仕様の

設定」で面材仕様を選びます。 
ここでは、【面材仕様（外側）】は No.10 の
「木ずりを釘打ちした壁」を選んで、【軸組仕様】
と【面材仕様（内側）】は「なし」にします。 
 「OK」をクリックしていきます。 

1 
 

4 

5 

2 
 

3 

【面材配置 前】 【面材配置 後】 

「評価」についてはP.20を参照 

【面材仕様】の設定と配置について 
・【面材仕様（外側）】の面材は、外部の壁の外側に貼られ
ます。 

・【面材仕様（内側）】の面材は、外部の壁の内側、建物内
部の壁の両面に貼られます。 

 

廊下 

玄関 

洋室 

和室 

内部の壁 
 

内部の壁 

外部の壁 内側 

外部の壁 外側 

壁に表示される数値について 
「壁仕様の設定」で選択した、軸組仕様Noと左右の面材仕
様Noが表示されます。 

面材（右側） 
仕様No 

面材（左側） 
仕様No 

軸組仕様No 
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２階耐力壁を入力する： 
軸組（属性変更） 

耐力壁を属性変更して、個別に軸組仕様を設定
する方法を解説します。 

 「属性変更」をクリックします。 
 軸組を指定したい耐力壁をクリックします。 
 耐力壁の属性で「軸組仕様」を選びます。 
ここでは、「07：筋かい木材 45×90 以上、釘
打ち（2.6）」を選びます。 

 「柱接合部」のタイプを確認します。 
 「OK」をクリックします。 

2 

※ 2 階の間取り全体を確認しながら軸組を設定す
る方法は、P.16 「2 階耐力壁を入力する：軸
組（壁番号自動配置）」を参照してください。 

－ 軸組の向きを変更する － 
 「柱壁」メニューから「耐力壁編集」を選びます。 
 「耐力壁編集」ダイログの「取付方向」を ON に
します。 

 向きを変更したい軸組をクリックします。 
※ 描画する位置を変更するときは「描画方向」を

ON にして軸組をクリックし変更してください。 
2 
 

3 

始点 終点 

耐力壁の入力方向について 
耐力壁の入力方向によって、耐力壁の
表現が表示される方向が異なります。 
 

接合部Ⅲと接合部Ⅳについて 
柱接合部仕様がⅢ、Ⅳの場合、両端が
通し柱の場合に接合部Ⅲとし、それ以
外はⅣとします。 
 

解図3.6 接合部Ⅲと接合部Ⅳ 
接合部Ⅲ 接合部Ⅳ 

筋かいの入力方向について 
シングルの筋交いの場合、タイプによって筋か
いの向きがきまります。 
 
 
 
 

なお、耐力壁の入力方向に対して壁の左側
に「面材（左側）」の仕様が貼られます。 終点 始点 

【シングル始上】 

始点 終点 始点 終点 

【シングル終上】 

始点 終点 

面材（左側） 

面材（右側） 

1 
 

1 
 

「概要設定」で「柱接合部」を「Ⅲ/Ⅳ：ほぞ差し等」に設定した場合は、
耐力壁を入力するときの「柱接合部」は「Ⅳ」が初期値になります。 

【耐力壁入力ダイアログ】 【概要設定：構造－柱接合部】 

5 

3 

4 
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耐力壁の入力時の初期値を変更するには 
「耐力壁一括配置」から「壁仕様の設定」を表示したときや、耐力壁の入力時は、「軸組仕様」「面材」の初期値は「なし」となって
います。「軸組仕様」「面材」の初期値を変更したい場合は、「概要設定」の「主な壁の仕様」で設定します。 
 
 
 
 
 
 

壁仕様一覧の確認・変更方法について 
筋かい、面材の仕様（仕様名、壁基準耐力など）を変更するには、「壁仕様一覧」でおこないます。 
「概要設定」の「壁仕様一覧」と、「耐力壁」ダイアログの「壁仕様一覧」から「壁基準耐力の設定」の表示が可能で確認や変更が
できます。なお、この「壁基準耐力（kN/m）」は、基準法の「壁倍率」とは異なります。 
 

補足 

補足 

薄紫色のセルは、「木造住宅の耐震診
断と補強方法」の表3.2に記載されて
いる内容であり、変更できません。 

「不明」のように、筋かいの向き設定が不要な場合は、
「筋交い」をOFFにします。 
筋かいタイプの設定が非表示になります。 

なし 

なし 

なし 
なし 

なし 

なし 
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2階耐力壁を入力する： 
軸組（壁番号自動配置） 

「壁番号自動配置」は間取り全体を確認しながら
軸組を設定できます。 
ここでは、X 方向の軸組から設定していきます。 
右図の「2 階 軸組配置」を参照してください。 

 「壁番号」メニューから「壁号自動配置」を選び
ます。 

 確認画面の「OK」をクリックします。 
 水色の「No」が選択している耐力壁です。 

柱なし 

2 
 

5 

4 
 

6 
 

 平面で壁番号（X2）をクリックします。 
「No.2」が水色になります。 

 軸組の仕様名称をクリックして、メニューから仕
様を選択します。 
ここでは、「軸 2.60 5.20 筋かい木材 45×
90 以上 釘打ち」を選びます。 
 「タイプ」を設定して、「接合部低減 Kj」を確

認します。 

7 
 

3 
 

X 方向
ON 

「端部に柱のない壁の耐力は無効になりました。」について 

下図のように端部に柱がない場
合、耐力壁を配置していても無効
な耐力壁になります。 

有効 
耐力壁 

無効 
耐力壁 

1 
 

壁番号自動配置では接合部仕様
は以下のようになります。 
・通し柱間に壁があった場合 → Ⅲ 
・それ以外の場合 → Ⅳ 

 
始点 終点 

【2階 軸組配置】 

※ ここで配置する軸組を赤色で表示しています。 
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8 
 

 

9 
 
 
 

 

 同様にして、「No.3」の軸組の仕様、タイプ、
接合部低減 Kj を設定していきます。 

 

 その他の X 方向の仕様は以下のように設定し
ます。 

【2階 軸組配置】 

設定箇所は
赤線部分 

10 

※ 次ページ以降も耐力壁を複数設定していきます。全て配置できなかった場合に、 
サンプルデータ「耐震診断（現況図完了）.mgdz」をご利用ください。P.29「耐震補強計画」から操作可能です。 
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※ ここで配置する軸組を赤色で表示しています。 － Y方向の軸組を設定する － 
 「Y 方向」を ON にして、軸組を設定します。 

 壁番号（Y1）が選択されていることを確認し
て、軸組の仕様「軸 2.60 5.20 筋かい木材
45×90 以上 釘打ち」、タイプ、接合部低減
Kj を設定していきます。 

1 
 

2 
 
 
 

 

 平面で壁番号（Y2）をクリックします。 

 耐力壁の仕様がわからない場合は、「不明」を
ON にします。 
 ここでは、Y3 も「不明」とします。 

3 
 

4 
 
 
 

 

6 5 

耐力壁の仕様が不明の場合 
「壁仕様不明」がONの場合、壁基準耐力は2.00kN/mとな
り、壁仕様を変更できません。 
耐力壁の属性変更ダイアログでは、「壁仕様不明」がONにな
ります。 
 
 

※ 「壁仕様不明」は、調査の結果、建築基準法の壁倍率1倍程度の耐力を有すると判断される
が、壁仕様が不明の場合に代用できます。 

※ 補強計画図では、「壁仕様不明」を用いることはできません。詳細な調査をおこなってください。
（現況図の仕様不明壁が残っている場合は、メッセージが表示されます。⇒ P.39参照） 

【2階 軸組配置】 
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8 

 Y 方向の仕様は以下のように設定します。 

 設定を終えたら「OK」をクリックします。 
 「2 階耐震診断」タブをクリックして、2 階を表示
します。 

 

「壁番号自動配置」ダイアログに何も表示されない場合 
「壁番号自動配置」ダイアログで、表示する階に耐力壁を入力
していない場合は、右図のように平面も仕様一覧も表示されま
せん。 

本書では2階から耐力壁を設定していて、1階には耐力壁の配
置がまだの状態です。このような場合に、表示を「1階」に切り替
えると、右図のようになります。 
 
「柱壁」メニューの「耐力壁」「耐力壁一括配置」などで耐力壁
を入力すると表示されます。 

補足 

表示階
切り替え 

※ 平面も仕様一覧も表示がありません。 

9 
 

設定箇所は
赤線部分 

7 
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壁番号と窓・戸の耐力壁(有開口壁)の表示について 

「壁番号自動配置」を実行後は、耐力壁にはX、Yの通りと番号が表
示され、窓・戸は「Xw」「Yw」の表示になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
窓、戸の耐力壁（有開口壁）は、窓・戸の端部どちら側にも、他の
耐力要素（壁、窓、戸）と連続していない場合、壁基準耐力は0と
なります。この場合、「壁番号自動配置」を実行したとき、壁基準耐
力が表示されません。 

壁番号 壁番号 窓、戸の耐力壁 

【軸組配置 前】 【軸組配置 後】 

※ 筋かいの内・外の描画方
向は必要に応じて編集して
ください。⇒ P.14参照 

【耐力要素：連続している】 

壁基準耐力 

【耐力要素：連続してない】 

「評価」について 

耐力壁を追加、変更、削除によってリアルタイムに偏心率、上
部評点の値が変わります。 
評点によって以下のように表示します。 

上部評点 判定 

1.5以上 倒壊しない 

1.0以上～1.5未満 一応倒壊しない 

0.7以上～1.0未満 倒壊の可能性がある 

0.7未満 倒壊の可能性が高い 
 
「評点」の「偏心率」「上部評点」と、「壁番号自動配置」ダイア
ログの「偏心率Re」「上部構造評点」の値と連動します。 
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「剛心」の配置について 
「壁番号自動配置」を実行すると、自動的に剛心が配置さ
れます。 
個別に配置する場合は、「柱壁」メニューの「剛心自動配
置」をクリックします。 
入力画面に表示階の剛心「S2」が表示され、同時に耐震
診断書の「剛心位置の算定とねじり剛性」のページが開いて
きます。 
 
 

剛心を確認する（2階） 
剛心が配置されていることを確認します。 
※ 剛心の位置が確認しづらいときは、「属性別選

択」で「剛心」を確認できます。 

剛心 

補足 
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1階耐力壁を入力する：面材 
ここでは、2階と同様に面材から配置していきます。 

 1階耐震診断を開いて、「柱壁」メニューから
「耐力壁一括配置」を選びます。 

 「耐力壁一括配置」で「開口のない60㎝以上
の壁に、耐力壁を自動配置します。」を ON に
します。 

 「壁仕様の設定」をクリックします。 

 「壁仕様の設定」で面材仕様を選びます。 
ここでは、【面材仕様（外側）】で「No.10 の
木ずりを釘打ちした壁」を選びます。 
また、【軸組仕様】と【面材仕様（内側）】は
「なし」になっていることを確認します。 

 「OK」をクリックしていきます。 
 
 

2 
 

1 
 

3 
 

6 

5 

4 
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1階耐力壁を入力する： 
軸組（壁番号自動配置） 

軸組の配置は、右図の「1階 軸組配置」を参照
してください。 
－ X方向の軸組を設定する － 

 「壁番号」メニューから「壁番号自動配置」を
選んで、確認画面の「OK」をクリックします。 
確認画面の内容については、P.16 を参照して
ください。 

 2階と同様に、X方向の軸組の仕様「軸 
2.60 5.20 筋かい木材 45×90以上 釘打
ち」、タイプを設定していきます。 
X方向は以下のように設定します。 

1 
 

2 
 

X方向
ON 

【1階 軸組配置】 

設定箇所は
赤線部分 

3 
 
 
 
 

 

※ ここで配置する軸組を赤色で表示しています。 
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－ Y方向の軸組を設定する － 
 「Y方向」を ON にして、軸組を設定します。 
 X方向と同様に、軸組の仕様「軸 2.60 5.20 
筋かい木材 45×90以上 釘打ち」、タイプを
設定していきます。 
Y方向は以下のように設定します。 

 設定を終えたら「OK」をクリックします。 
 

1 
 

3 

【1階 軸組配置】 

設定箇所は
赤線部分 

2 
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面材の記号を図面に表示するには 
面材記号を表示する場合は、「概要設定」の「描画設定」をクリックして「耐力壁番号表示に面材記号を付加する（基準耐力は
表記されません）。」をONにします。 

剛心を確認する（1階） 
剛心が配置されていることを確認します。 
※ 剛心の位置が確認しづらいときは、「属性別選
択」で「剛心」を確認できます。⇒ P.21参照 

 剛心 

補足 

1 
 

面材記号 

2 

3 

1 
 

面材記号 

この表示は、耐震診断書にも反映します。 

面材記号 
面材記号 基準耐力 

【「壁番号自動配置」を実行した場合】 

【「耐力壁」で入力した場合】 

面材記号 

※ 面材の記号は、「壁仕様一覧」で「記号文字」を設定して任意の文字で表示することもできます。 

※ 筋かいの描画方向は必要に応じて
編集してください。⇒ P.14参照 
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「剛心」「重心」「上階床エリア」の配置確認ダイアログが表示された場合には 
剛心や重心を配置していない場合、「診断結果」をクリックした後に確認画面が表示され、配置を求められます。 
また、上階床エリアが入力されていない場合も確認画面が表示されます。上階床エリアについては、P.12を参照してください。 
剛心、重心の配置、上階床エリアの入力後に、再度「診断結果」をクリックしてください。 

診断結果を確認する 
 「診断結果」をクリックします。 

 確認画面の「OK」をクリックします。 
※ 確認画面の内容については、P.16「端部に柱
のない壁の耐力は無効になりました。」につい
て」を参照してください。 

 「診断結果」ダイアログで確認します。 
 

2 
 

3 
 

 

1 
 

「必要耐力詳細」では、「必要耐力の算出」の計算書を確
認できます。 

4 
 

 

 「振動イメージ」をクリックします。 

 「X方向の揺れ」「Y方向の揺れ」をクリックし
て、振動のイメージを確認します。 

 「閉じる」をクリックします。 
※ 「振動イメージ」機能は、耐震診断評価の対象
外です。 

 

「壁仕様一覧」では、「壁番号自動配置」と同様の画面が
表示されますが、ここでは確認のみで変更はできません。 

5 
 

6 

補足 

【X方向の揺れ】 

【Y方向の揺れ】 

倒壊 
上部構造表点が0.7未満のとき、振
動イメージで倒壊を確認できます。 

倒壊を
確認 

【剛心が無い場合】 【重心が無い場合】 

【上階エリアが無い場合】 
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2 

1 
 

 

診断書を出力する 
 「診断書出力」をクリックします。 
 「前のページ」「次のページ」をクリックして各ペー
ジを表示確認します。 

 「印刷」をクリックして出力します。 

 「閉じる」をクリックして、閉じます。 

2 
 

 

3 
 
 

 

4 
 
 

 

1 

3 

耐震診断書の表紙に作成日を表示しないようにするには 
「診断結果」ダイアログの「概要及び劣化度」から「描画設定」をクリックして、「計算書表紙に作成日を出力しない。」をONにしま
す。もう一度「診断結果」ダイアログの「診断書出力」をクリックして表紙の表示を確認してください。 

補足 

※ あらかじめ、「概要設定」の「描画設定」で
初期値として設定できます。 
「診断結果」ダイアログの設定と連同します。 

表紙の下部には、認定番号が
表示されます。 

作成日
表示なし 
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平面図に耐力壁を読み込む 
耐震診断で配置した耐力壁は平面図に取り込む
ことができます。この後に解説する、計画図の耐震
補強計画時に利用します。 

 1階平面図を開いて、「読み込み」メニューから
「他図面情報読み込み」の「柱・耐力壁（耐
震診断）読み込み」を選びます。 

 ここでは、「柱」と「耐力壁」をONにして、「OK」
をクリックします。 

 確認画面の「はい」をクリックします。 

 同様にして、2階平面図に耐震診断の柱・耐
力壁を読み込みます。 

施主向けのご説明書を作成する 
 「ご説明書」をクリックします。 

Excel が起動し「耐震診断・耐震改修のフロー」解
説シートと、「耐震診断結果 ご説明書」が表示さ
れます。 

 「閉じる」をクリックして、「診断結果」ダイアログ
を閉じます。 

 

2 
 

1 

1 
 

 

3 

4 

2 

筋かいと面材凡例表を配置するときは、チェック
をONにして、「OK」をクリックします。マウスに表
がついてくるので、配置位置でクリックします。 
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計画図を開く 
 「計画図を開く」をクリックします。 
 「はい」を選んで保存します。 
 ここでは、「全図面」をONにして、「OK」をクリッ
クします。 
1階 平面図が表示されます。 

4 耐震補強計画 
現況図ができたら、それをもとに耐震補強の計画図を作成します。 
現況図と計画図の耐震診断の結果をもとに補強前と補強後を比較したご説明書の作成、また、申請に必要な添付図面を作
成するまでの流れを解説します。 
※ 現況図が完了していない場合は、サンプルデータ「耐震診断（現況図完了）.mgdz」をご利用ください。 

4-1 計画図の入力 

間取りを変更する 
1階「DK」「和室」を合成し、「LDK」に入れ替えま
す。 

 1階平面図の「DK」をダブルクリックします。 
 メニューの「部屋合成」をクリックします。 
 「部屋合成」ダイアログの「部屋マスタ」から
「LDK」を選びます。 

 「和室」をクリックします。 
 「YES・NO」が表示されるのでマウスの左ボタン
を押します。 
「DK」「和室」が合成され「LDK」に入れ替えら
れました。 

 

3 

1 

2 

1 

3 
2 

【1階 平面図】 

4 

5 
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管柱を追加する 
片開き戸の脇に管柱を入力します。 

 「柱壁」メニューから「柱」を選びます。 

 管柱の配置位置をクリックします。 
 

2 

1 
 

建具を入れ替える 
クイック建具を使用して、元の和室部分の建具を
入れ替えます。 

 「建具」をクリックします。 
「クイック建具入力」ダイアログは、「自動判
定」、補正タイプは一番上のタイプで入力しま
す。 
 建具の始点・終点をクリックして、ホールと LDK
の建具を片開き戸に入れ替えます。 
 同様にして、LDK右側、画面下側の建具
を入れ替えます。 

2 3 

4 

1 

削除 

入れ替え 入れ替え 

入れ替え 

入れ替え 

入れ替え 

入れ替え 

不要なデータを削除する 
 片開き戸を削除します。 
 耐力壁を削除します。 

削除 

1 

削除 間取りの合成では、柱、壁は取り払われま
すが、耐力壁は残ります。このまま残してお
くと、実際とは異なる保有耐力となってしま
うため、削除を忘れないようにしてください。 

2 

「✖」をクリックで表示・非表示 
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耐震診断の条件を確認する 
 「概要設定」をクリックします。 
 補強計画では、【構造】の「柱接合部」を
「Ⅱ：羽子板、山形プレート等」にします。 

 「OK」をクリックします。 

1 
 

基礎、劣化部分の補修について 
耐震補強工事と同時に、基礎および劣化部分を補修する場合は、基礎形式、劣化度の設定を変更できます。 
補修することにより、柱接合部による低減、劣化度による低減を小さくできます。この場合、上限値は「0.90」となります。ただし、現
況時の低減係数が、0.90を超える場合は、その値が上限値となります。 

2 
 

3 
 

※ 本書では、基礎、劣化部分は、詳細な調査を実施しての補修はしないもの
として操作を進めます。劣化度の低減係数は現況時と同じになります。 

耐震診断を開く 
 「処理選択」ダイアログの「申請・性能」をクリッ
クします。 

 「耐震診断」のアイコンをダブルクリックします。  
 「図面選択」ダイアログの「2階」をダブルクリック
します。 

 

4-2 計画建物の耐震診断の実行 

1 

2 

3 
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4 
 
 

 

5 
 
 
 

 

仕様や接合部低減を設定していくと、「上
部構造評点」の値が変わっていきます。 
ここでは、X方向について赤色から黄色にな
り判定がクリアしたことを確認できます。 

1 
 

2 
 

2階の耐力壁の仕様を変更する 
ここでは、建物外廻りの壁について、外側を木ず
り、部屋側を構造用合板にして配置します。 

 「壁番号」メニューから「壁番号自動配置」を選
びます。 

 「OK」をクリックします。 
 壁番号（X1）が選択されていることを確認
して、部屋側の面材仕様を「No.11 構造用
合板（耐力壁仕様）」にします。 

 「接合部低減 Kj」は「Ⅱ」に変更します。 
 右図を参照しながら、部屋側の面材を設定
し、「接合部低減 Kj」を「Ⅱ」に変更していきま
す。 

 
【2階耐震診断】 

3 

外  側：No.10 木ずりを釘打ちした壁 
部屋側：No.11 構造用合板（耐力壁仕様） 

設定箇所は
赤線部分 

6 
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 「Y方向」をONにして、部屋側の面材仕様
と接合部低減も設定していきます。 

 「OK」をクリックします。 

 「2階耐震診断」タブをクリックして、2階を表示
します。 

 

9 
 

剛心位置について 
「壁番号自動配置」ダイアログの剛心位置は、耐力壁の仕
様を変更してもリアルタイムに反映されないため、「偏心率
Re」の値を確認しながら、検討していきます。  
「壁番号自動配置」ダイアログに反映したい場合は、「OK」を
クリックして、再度「壁一覧編集」ダイアログを開いてください。 

 

剛心「S2」 

設定箇所は
赤線部分 

7 

8 

10 
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1階平面図の変更を反映する 
1階平面図で間取りを変更したので、平面データ
を読み込みなおします。 

 1階 耐震診断を開いて、「平面図読込」をク
リックします。 

 「平面図読込方法」ダイアログの「柱・耐力壁も
削除して読み込む」をクリックします。 

 

1 
 

2 
 

変更箇所の印・表示色について 
「壁番号自動配置」ダイアログの「OK」をクリックすると、耐力壁に壁番号が配置され、耐震診断で追加・変更があった耐力壁の壁
番号に丸印が付き、赤色で表示されます。なお、診断書の「柱壁配置図」も追加・変更の耐力壁は赤色で表示されます。 

・ 一重丸は、変更があった耐力壁を示します。 
・ 二重丸は、追加された耐力壁を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

また、この表示色は「共通初期設定（ペンNo）」ー「共通」タブの「強調文字・記号」のペンNoの色が連動します。 
色を変更する場合は、「共通初期設定（ペン・線種）」でペンNoの色を変更することで画面に反映されます。ただし、耐震診断
書の「柱壁配置図」は赤色で固定です。 

補足 

耐震診断書では赤色で
固定です。 

二重丸は追加 一重丸は変更 
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1階の耐力壁を追加する 
ー 開口壁を追加する ー 

 1階 耐震診断を開いて「柱壁」メニューから
「耐力壁一括配置」を選びます。 
 「耐力壁一括配置」で、「開口位置に開口
壁を配置します。」のチェックを ON にして、
「OK」をクリックします。 

 

床面積を確認する 
 「床面積」をクリックして、1階と 2階の床面積
に変更がないことを確認します。 

1 
 

増築した場合 
増築した場合は、床面積（4分割面積）、重心、各面積表、上階エリアの
再作成が必要です。 
※ 床面積を自動設定すると、手動で入力した上階バルコニー等の領域は削
除されるので、再度入力しなおしてください。⇒ 床面積の個別入力、上階
エリアの入力については、P.12を参照してください。 

1 
 

2 
 

3 
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ー たれ壁に開口壁を配置する ー 
 「柱壁」メニューから「耐力壁」を選びます。 

 「耐力壁」ダイアログの「掃き出し」を ON にしま
す。 

 床の間に掃き出しを入力します。 

 確認画面の「はい」をクリックします。 

 同様にして、階段の登り口に入力します。 

ー 無開口壁に耐力壁を追加する ー 
 「開口なし」を ON にします。 

 「軸組仕様」を「06：筋かい木材 45×90以
上 BP-2・同等品（3.2）」を選びます。 
「面材」は左側も右側も「11.構造用合板
（耐力壁仕様）（5.2/1.5）」を選びます。 

 「シングル終上」がONであることを確認します。 
 「柱接合部」は「Ⅱ」、「基礎形式」も「Ⅱ」にし
ます。 

 片開きドアの吊元から階段方向に入力しま
す。 
 「シングル始上」をONにして、玄関側から片
開きドア方向に入力します。 

 

1 
 

2 
 

3 
 

5 
 

1 

6 

2 
 

5 
 

7 

ー 不要な開口壁を削除する ー 
 本書では、浴室の窓型開口壁は不要のため、
削除します。 

 
 

耐力壁の配置に応じて、リアルタイム
に剛心の位置が変更されます。 

4 
 

4 
 

3 
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【1階耐震診断】 

1階の耐力壁の仕様を変更する： 
（壁番号自動配置） 

ここでは、右図の赤丸の耐力壁を以下の仕様で変
更して補強していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まず、X方向から検討していきます。 

 「壁番号」メニューから「壁番号自動配置」を
選んで確認画面の「OK」をクリックします。 

 「X方向」が ON であることを確認します。 
 ここでは、No.1、2、4、5、11、12、13、14
の耐力壁をダイアログ（赤線）の内容で変更
します。 

 X方向の「上部構造評点」がクリアしたことを確
認します。 

3 
 

5 

1 
 

2 

【建物内部の壁】 
外  側：No.11 構造用合板（耐力壁仕様） 
軸  組：No.06筋かい木材45×90以上 BP-2・同等品（3.2）シングル 
部屋側：No.11 構造用合板（耐力壁仕様） 
接合部仕様：Ⅱ 
 

【建物外廻りの壁 その2】 
外  側：No.10 木ずりを釘打ちした壁 
軸  組：No.06 筋かい木材45×90以上 BP-2・同等品（3.2）ダブル 
部屋側：No.11 構造用合板（耐力壁仕様） 
接合部仕様：Ⅱ 
 

【建物外廻りの壁 その1】 
外  側：No.10 木ずりを釘打ちした壁 
軸  組：No.06 筋かい木材45×90以上 BP-2・同等品（3.2）シングル 
部屋側：No.11 構造用合板（耐力壁仕様） 
接合部仕様：Ⅱ 
 

設定箇所は
赤線部分 

4 
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9 

※ 変更箇所の赤字表示につ
いては、P.34を参照してく
ださい。 

 「Y方向」を ON にします。 
 ここでは、No.8、11、12、13、14 の耐力壁
をダイアログ（赤線）の内容で変更します。 

 Y方向の「上部構造評点」がクリアしたことを
確認して、「OK」をクリックします。 

6 
 

8 

偏心率について 
 
 
 
壁の耐力を大きくしても、偏心率が大きくなっ
てしまうような耐力壁の配置では、エラーを解
消できません。  
リフォームする部屋だけでエラーを解消できない
場合は、他の箇所の耐力壁で検討する必要
があります。 

設定箇所は
赤線部分 

7 
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5 

診断結果を確認する 
－ 仕様不明壁の対応をする － 
本書では、2階 Y方向に仕様不明壁を残したまま
にしているため、まずは仕様不明壁の対応をしてい
きます。 

 「診断結果」をクリックします。 

 「確認画面」の「OK」をクリックしていきます。 
2階に壁仕様不明の壁が残っていることを確認
します。 

 一旦、診断結果は「閉じる」をクリックします。 

 「壁番号」メニューから「壁番号自動配置」を
選んで「OK」をクリックします。 

 表示階を 2階にします。 
 Y方向を ON にします。 

 No.2 と No.3 の「不明」のチェックを OFF にし
ます。 

 ここでは、Y2、Y3 の耐力壁仕様を「なし」に変
更して、評価がクリアしていることを確認します。 

 「OK」をクリックします。 

仕様不明壁について 
計画図では、仕様が不明な耐力壁が残っている場合、手
順を実行するとエラーメッセージが表示されます。全ての耐
力壁に仕様を割り当てるか不要な場合は削除して、仕様
不明壁が残らないようにしてください。 

仕様不明壁を残した状態で耐
震診断書を作成した場合は、
表紙に赤字で「※不明壁が残
っているので、計算は不適切で
す。」と表示されます。 

仕様 
不明壁 

1 
 

9 

仕様 
不明壁 

7 8 

11 

2 
 

6 

3 
 

4 

変更箇所は
赤線部分 
変更箇所は
赤線部分 

10 
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－ 診断結果を確認する － 
 「診断結果」をクリックします。 

 確認画面の「OK」をクリックします。 

 【必要耐力】【保有耐力】【判定結果】を
確認します。 

 「壁仕様一覧」をクリックします。 

 表示階を切り替えて、追加・変更があった耐力
壁を確認します。 

※ 「診断結果」の「壁仕様一覧」では、確認のみ
で変更はできません。 

 「閉じる」をクリックします。 

2 
 
 
 

3 
 

5 
 
 

追加・変更があった耐力壁は、
赤色で表示されます。 

1 

 「振動イメージの比較」をクリックします。 
 「X方向の揺れ」「Y方向の揺れ」をクリックし
て、耐震補強前と補強後の振動のイメージを
確認します。 

 「閉じる」をクリックします。 

4 
 
 

6 

8 

9 

10 11 

表示階 
切り替え 

7 
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補強前・後のご説明書を作成する 
 「ご説明書」をクリックします。 

Excelが起動し「耐震診断・耐震改修のフロー」解
説シートと、「耐震診断結果 ご説明書」が表示さ
れます。 

 「閉じる」をクリックして、「診断結果」ダイアログ
を閉じます。 

 

2 
 

1 
 

 

診断書を出力する 
 「診断書出力」をクリックします。 
 「前のページ」「次のページ」をクリックして各ペー
ジを表示確認します。 

 「印刷」をクリックして出力します。 

 「閉じる」をクリックして、閉じます。 

1 
 

 

2 
 

 

3 
 
 

 

4 
 
 

 

表紙の下部には、認定番号が
表示されます。 
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補強前・後の壁一覧を配置する 
 「壁番号」メニューから「壁一覧表配置」を選び
ます。 

 「改修壁のみ表示する」チェックは ON、表の大
きさは「伸縮率」で調整します。 
ここでは、伸縮率を「70％」にします。 

 表の配置位置をクリックします。 
同様の操作で 1階、2階に壁一覧表を配置しま
す。 

1 
 

2 
 
 

伸縮率の初期値について 
「概要設定」の「描画設定」で「壁一覧表」についての初期値を設定できます。伸縮率や一覧表に改修壁のみ記載するかどうかの
チェックのON・OFFも初期値として設定可能です。 
 

補足 

1 
 

2 
3 

補強した接合部仕様、 
筋かいの数量を確認する 

申請をする際に、補強金物の数量が必要になるこ
とがあります。このような場合に、補強金物数量表
を作成します。 
ここでは、補強金物の初期値の設定から、例として
1 つだけ個別に金物を設定して表を作成します。 
 
－ 金物の初期値を設定する － 

 1階の耐震診断を開いて、「数量」メニューから
「補強金物数量表」を選びます。 

 「補強金物の初期化」をクリックして、補強金
物を設定します。 

3 
 

1 
 

金物の 
表示なし 

2 
 

【拡大図】 改修・新設
内容表示 

追加は
新設 

変更は
改修 
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4 
 

3 
 

6 

7 

8 

 セルをクリックして、「金物選択」ダイアログで使
用する金物を選びます。 

同様の操作で、接合部と筋かいの金物を設定しま
す。 

 「OK」をクリックします。 
補強金物数量表、補強金物一覧表に金物が表
示されたことを確認します。 

 右側のスクロールバーを下げて、「筋かい」の金
物も確認します。 

補強金物の初期値設定 
「概要設定」の「補強金物設定」からも初期値を設
定できます。「補強金物数量表」ダイアログの「補強
金物の初期化」から設定する内容と連動します。 

補足 

2 

【概要設定：補強金物設定】 

9 

表の配置と同時
に金物が表示 

金物の初期値を設
定すると表示される 

5 

11 

12 

－ 個別に金物を設定する ― 
 変更したい柱Noの柱頭金物のセルをクリックし
ます。 

 「金物選択」ダイアログで使用する金物を選
んで「OK」をクリックします。 

 同様にして、柱脚金物も設定します。 

 補強金物数量表に追加されたことを確認しま
す。 

 「OK」をクリックして、表の配置位置でクリック
します。 

※ 表を配置すると、図面に設定した金物が表示
されます。 

 
同様の操作で、2階耐震診断で補強金物数量
表を配置します。 

10 
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データを保存する 
 「上書き保存」をクリックして、データを保存し
ます。 

平面図に耐力壁を読み込む 
 1階平面図を開いて、「読み込み」メニューから
「他図面情報読み込み」の「柱・耐力壁（耐
震診断）読み込み」を選びます。 

 ここでは、「柱」と「耐力壁」をONにして、「OK」
をクリックします。 

 確認画面の「はい」をクリックします。 
 同様の操作で 2階平面図に耐震診断の耐力
壁を読み込みます。 

1 

1 

2 
 

4 

計画図では、追加や変更があった耐
力壁は赤色で読み込まれます。 

2 

3 
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 5 添付図面の作成 
耐震診断の申請において、現況図と計画図の図面の提出を求められる場合があります。ここでは、以下のような添付図面の
作成について解説します。 

計画図：1階 耐震診断図面を配置する 
 「他の処理図面を開く」をクリックします。 

 「図面印刷」のアイコンをダブルクリックします。 
 「図面選択」ダイアログの「1面」をダブルクリック
します。 

 

2 

1 

3 

1階 計画図 

1階 現況図 

2階 計画図 

2階 現況図 

※ 事前に、耐震診断で作図範囲を確認してください。 
「壁一覧表」「補強金物数量表」が作図範囲内にあることを確認します。 

1 

2 
作図範囲 
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現況図：1階 耐震診断図面を配置する 

 「計画図面配置」ダイアログの「現況図面配置
へ」をクリックします。 
 「現況図面配置」ダイアログで「耐震診断」
の 1階を選んで、「OK」をクリックします。 

 配置位置でクリックします。 
 「キャンセル」をクリックします。 

 「図面配置」をクリックします。 

 「計画図面配置」ダイアログで「耐震診断」
の 1階を選んで、「OK」をクリックします。 

 配置位置でクリックします。  
 

1 

2 

3 

5 

4 

8 

6 

7 

9 
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計画図：2階 耐震診断図面を配置する 
 「上図面へ」をクリックします。 
 「図面配置」をクリックします。 

 「計画図面配置」ダイアログで「耐震診断」
の 2階を選んで、「OK」をクリックします。 

 配置位置でクリックします。 
 

2 

3 

4 

1 

7 

8 

6 

5 

現況図：2階 耐震診断図面を配置する 

 「計画図面配置」ダイアログの「現況図面配
置へ」をクリックします。 

 「現況図面配置」ダイアログで「耐震診断」の 2
階を選んで、「OK」をクリックします。 

 配置位置でクリックします。 

 「キャンセル」をクリックします。 
 

9 
 
 

10 
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データを保存して終了する 
 「ファイル」メニューから「ARCHITREND ZERO
の終了」を選びます。 

 確認画面の「はい」をクリックします。 
 
ZERO終了後は、Manager の画面に戻ります。 
物件データ 03が追加され、「計画」と表示されたこ
とを確認します。 

1 

2 

【Manager 工事フォルダ内の物件データ表示】 

ZEROを終了するとManagerの画面では、
03の物件データが追加され「計画」と表示さ
れていることを確認できます。 
次回からは、03の物件データをダブルクリック
で起動して編集できます。 

図面を印刷する 
 「印刷」をクリックします。 

 「プリンタの設定」をクリックします。 
 使用するプリンタの名前、用紙のサイズ、向き
などを確認して、「OK」をクリックします。 

 「OK」または「連続」をクリックして、印刷します。 

1 

4 

3 

2 


